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意思確認が困難な特別養護老人ホーム入居者のストレス把握に関する研究









































































































の評価にあたっては GCS（Glasgow Coma Scale）
を用い，重度を示す 8 以下の方を対象とした。
（２）研究の方法
　調査期間は，平成 28 年 1 月 31 日～平成 29 年 8














































＜ 119.5kIU/L），入浴（40.2 ＜ 90.9 kIU/L），胃ろ
う（46.8 ＜ 60.9 kIU/L）であった。下降したケアは，




唆された（表 3 − 1）（2）。
表３－１　ケア提供前後での唾液アミラーゼ値の変化（ケアごとの比較）
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（ 1 ） 今村等の研究では，在宅療養中（大島分類 1：
寝たきりの状態）の男性 1 名に対し，5 ヶ月
間で 8 回の測定を行ったことが報告されて
いる。そこでは，測定時間を生活リズムに
合わせ 7：30 ～ 9：30 に統一され，測定者
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（ 2 ） 今回，ひとりの入居者とご家族との面会場
面の前後で試行的に測定した際，唾液アミ
ラーゼの値が 312 kIU/L から 162 kIU/L に低
下した。後日，再び面会の前後で測定した
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